
2

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
は

 

「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
は
総
務
省
が
創
設

し
た
外
部
人
材
活
用
制
度
で
す
。
人
口
減
少

や
少
子
高
齢
化
に
悩
む
自
治
体
に
お
い
て
、

三
大
都
市
圏
等
の
都
市
部
に
住
む
若
者
の
熱

意
や
行
動
力
を
取
り
込
み
、地
域
力
の
維
持
・

強
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

協
力
隊
を
導
入
す
る
自
治
体
は
、
都
市
部

の
若
者
に
対
し
て
募
集
や
面
接
を
行
い
「
地

域
お
こ
し
協
力
隊
員
」
と
し
て
委
嘱
し
ま
す
。

隊
員
は
約
三
年
間
の
活
動
期
間
中
、
地
域
に

住
み
込
み
な
が
ら
地
域
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
の

応
援
、
地
場
産
品
の
開
発
・
販
売
、
農
林
水

産
業
へ
の
従
事
、
高
齢
者
の
生
活
支
援
な
ど

の
地
域
協
力
活
動
を
行
い
ま
す
。
期
間
後
は
、

協
力
隊
と
し
て
培
っ
た
経
験
や
技
術
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
、
同
じ
地
域
へ
の
定
住

や
定
着
に
つ
な
げ
て
い
く
も
の
で
す
。

　

制
度
が
始
ま
っ
た
平
成
二
十
一
年
度
の
隊

員
は
八
十
九
人
で
し
た
が
、
今
年
度
は
千
五

百
十
一
人
。
四
百
四
十
四
の
自
治
体
で
活
動

し
て
い
ま
す
。
ま
た
任
期
を
終
え
、
そ
の
ま

ま
同
じ
地
域
に
定
住
し
た
隊
員
は
約
六
割
に

上
り
ま
し
た
。
進
路
は
特
産
品
を
生
か
し
た

地
域
を
支
え
る
新
し
い
力
に

―
鶴
岡
市
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
―

特
集

　

日
本
の
総
人
口
は
平
成
二
十
一
年
を
ピ
ー

ク
に
減
少
へ
転
じ
、
出
生
数
も
百
万
人
を
切

る
な
ど
、
減
少
傾
向
に
歯
止
め
が
か
か
っ
て

い
ま
せ
ん
。
本
市
で
も
人
口
減
少
は
止
ま
ら

ず
、
特
に
、
離
農
や
若
者
の
流
出
に
伴
っ
て

過
疎
化
が
進
行
し
て
き
た
中
山
間
地
域
の
農

山
村
集
落
で
は
、
集
落
機
能
が
弱
ま
り
将
来

的
に
は
集
落
の
維
持
が
困
難
に
な
る
こ
と
が

心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
・

明
る
い
活
力
あ
る
地
域
と
し
て
維
持
・
強
化

す
る
た
め
に
、
住
民
自
ら
課
題
や
将
来
像
を

話
し
合
い
な
が
ら
、
地
域
づ
く
り
活
動
に
取

り
組
む
集
落
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
の
特
集
で
は
、
こ
の
よ
う
な
住
民
主

体
の
地
域
づ
く
り
活
動
を
支
え
る
「
地
域
お

こ
し
協
力
隊
」
を
取
り
上
げ
、
大
鳥
地
区
と

福
栄
地
区
に
お
け
る
隊
員
の
取
り
組
み
な
ど

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

■
問
合
せ　

本
所
地
域
振
興
課
☎
25
‐
２
１

１
１
内
線
５
８
５
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起
業
、
営
農
組
織
や
森
林
組
合
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
へ
の
就
業
、
新
規
就
農
な
ど
で
、
地
域
活

性
化
に
つ
な
が
る
人
材
と
し
て
活
躍
の
場
を

広
げ
て
い
ま
す
。
国
は
昨
年
十
二
月
に
策
定

し
た
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
」
に
お
い
て
、
地
方
へ
の
新
し
い
人
の
流

れ
を
つ
く
る
た
め
に
、
協
力
隊
に
つ
い
て
の

制
度
拡
充
を
決
め
ま
し
た
。
来
年
度
に
は
隊

員
を
三
千
人
へ
、
三
十
二
年
度
に
は
四
千
人

へ
増
や
す
こ
と
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

過
疎
対
策
と
し
て
の
協
力
隊

　

本
市
は
、
十
七
年
度
の
市
町
村
合
併
に
よ

っ
て
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
に
お

け
る
過
疎
地
域
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
特
に

人
口
減
少
が
著
し
い
朝
日
・
温
海
地
域
を
過

疎
対
策
の
重
点
地
域
に
位
置
付
け
、
地
域
力

の
維
持
・
強
化
を
図
る
た
め
過
疎
地
域
集
落

対
策
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

両
地
域
で
は
こ
の
事
業
を
通
し
「
地
域
を

も
っ
と
良
く
し
た
い
」「
住
み
良
い
地
域
に

し
た
い
」「
地
域
資
源
を
生
か
し
た
い
」
と

い
う
思
い
を
基
に
、
住
民
同
士
で
集
落
の
課

題
や
将
来
像
に
つ
い
て
話
合
い
を
重
ね
て
き

ま
し
た
。
現
在
、
十
八
集
落
十
六
団
体
が
こ

の
内
容
を
集
落
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
ま
と
め
、

地
域
づ
く
り
活
動
を
始
め
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
こ
う
し
た
活
動
を
支
援
す
る

た
め
協
力
隊
を
導
入
し
、
二
十
五
年
度
に
朝

日
地
域
大
鳥
地
区
へ
二
人
の
隊
員
を
、
ま
た
、

今
年
度
に
温
海
地
域
福
栄
地
区
へ
三
人
の
隊

員
を
配
置
し
ま
し
た
。
五
人
の
隊
員
は
、
地

域
住
民
と
と
も
に
汗
を
か
き
な
が
ら
地
域
協

力
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

■鶴岡市の人口の推移（昭和22年を100とした場合）

　（資料）国勢調査。平成27年度以降は国立社会保障・人口問題研究所の将来推計人口（平成26年３月時点）
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■鶴岡市　■鶴岡地域　　藤島地域　　羽黒地域　　櫛引地域　　朝日地域　　温海地域　　　

鶴岡地域…102.5

温海地域…36.3
朝日地域…41.7

藤島地域…66.9
羽黒地域…68.9
櫛引地域…76.1

鶴岡市…81.2

過疎対策の
重点地域｝

■「地域おこし協力隊」の事業イメージ

地域力の維持・強化

定住・定着

国から市へ募集経費や報酬等の財政措置
鶴岡市総務省

都市部の若者を
「地域おこし協
力隊員」に委嘱

過疎化が進む集落で住民と
ともに地域協力活動に従事

◎地域行事やイベントの応援
◎草刈りなどの共同作業
◎高齢者等の生活支援
◎地域の魅力の情報発信
◎地域の課題に応じた活動　など

都市住民の地方への志向

「都会を離れて地方で生活したい」
「地域社会に貢献したい」
「人とのつながりを大切に生きていきたい」
「自然と共存したい」
「自分の手で作物を育ててみたい」

55.9



4

大
鳥
地
区
と
地
域
お
こ
し
協
力
隊

　

大
鳥
地
区
で
は
松
ケ
崎
・
寿
岡
・
繁
岡
の

三
集
落
で
構
成
す
る
大
鳥
地
域
づ
く
り
協
議

会
が
、
平
成
二
十
三
年
度
に
集
落
ビ
ジ
ョ
ン

を
策
定
し
ま
し
た
。
一
方
、
当
時
の
地
区
人

口
は
八
十
五
人
。
四
人
に
三
人
が
六
十
五
歳

以
上
で
二
十
代
の
若
者
は
皆
無
と
い
う
状
況

で
し
た
。
集
落
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
に
向
け
た

地
域
づ
く
り
活
動
を
実
践
す
る
マ
ン
パ
ワ
ー

が
不
足
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
協
力
隊
を
受

け
入
れ
ま
し
た
。

　

隊
員
の
活
動
は
「
寄
り
添
い
型
の
支
援
」

が
特
徴
で
、
地
域
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
の
応
援
、

草
刈
り
や
除
・
排
雪
な
ど
の
生
活
支
援
、
農

作
業
の
サ
ポ
ー
ト
や
お
茶
の
み
サ
ロ
ン
の
運

営
な
ど
。
多
岐
に
わ
た
る
地
域
に
密
着
し
た

活
動
を
行
い
、
住
民
と
の
信
頼
関
係
を
築
い

て
き
ま
し
た
。

　

三
年
目
の
今
年
度
は
、
隊
員
が
得
意
と
す

る
小
さ
な
仕
事
を
た
く
さ
ん
生
み
出
し
、
そ

れ
を
組
み
合
わ
せ
て
収
入
源
へ
結
び
付
け
る

こ
と
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。
ま
た
山
菜
・
キ

ノ
コ
栽
培
な
ど
の
中
山
間
地
域
農
業
や
マ
タ

ギ
と
い
っ
た
山
村
の
な
り
わ
い
を
基
盤
と
す

る
生
活
の
確
立
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

福
栄
地
区
と
地
域
お
こ
し
協
力
隊

　

福
栄
地
区
で
は
菅
野
代
・
温
海
川
・
木
野

俣
・
越
沢
・
関
川
の
五
集
落
が
中
心
と
な
っ

て
福
栄
地
域
協
議
会
「
福
の
里
」
を
二
十
五

年
度
に
設
立
し
ま
し
た
。
福
の
里
で
は
自
然

や
文
化
、
食
な
ど
の
地
域
資
源
を
活
用
し
な

が
ら
地
域
が
元
気
に
な
る
よ
う
な
取
り
組
み

大鳥地区
地域おこし協力隊
■平成25年度～27年度の活動
①地域行事やイベントの応援
②地域づくり活動への参画
③自然学習事業の指導補助
④地域特産物の活用
⑤草刈りなどの共同作業
⑥高齢者の生活支援
⑦情報発信

●耕作放棄地の再生
●移動＋買物＋物流支援
●『大鳥史』の作成
●首都圏でのマルシェ出店
●各種ワークショップ

隊員の持ち込み企画

●伝説の巨大魚タキタロウ調査
●生きがいサロン
●大鳥の技「山の教室」　など

協議会と協働の取り組み

いろいろなことを見つめ、試行錯
誤し、深く学ぶことができていま
す。これまで通り自然体で大鳥の
方々と暮らしを紡ぎたいです。

地域おこし協力隊　砂山元

住む住まないでは測れないような
人生の学びを体験していると思い
ます。最終年度は大鳥を深く掘り
下げた内容の雑誌を作ります。

地域おこし協力隊　田口比呂貴

大鳥の暮らしにも
すぐになじんで、
地域のことを一所
懸命してくれてい
ます。自分も二人
から若いエネルギ
ーを分けてもらっ
ています。夏祭り
で楽しそうに踊っ
ている姿が忘れら
れませんね。

隊員の事務室がある大鳥自然の家で
働く三浦勝子さん

自分が楽しめる場
所を大鳥でいろい
ろ探しているよう
ですね。それを外
に向けて発信した
ことで、大鳥に足
を運ぶ人も増えま
した。二人を孫の
ように思っている
人は私だけではな
いと思いますよ。

隊員の家の前のタキタロウ館で働く
工藤静代さん

▷高齢者世帯の生活支援、高　
　齢者見回り
▷コミュニティビジネスの立
　ち上げ
▷生きがいサロンの開設
▷交流と地域イベントの展開
▷農林産物の生産から販売ま
　での仕組みづくり

大鳥地区の活性化に
向けた課題

家に閉じ籠もりがちになる冬期の高
齢者の健康・生きがいづくりを目的
に、各集落の公民館で実施しました。

生きがいサロン

大鳥池で30年ぶりとなるタキタロ
ウの生息調査を協議会と隊員、公募
した調査メンバーで実施しました。

タキタロウ調査
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を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
地
域
の
活
性
化
に

向
け
た
大
き
な
推
進
力
に
な
る
よ
う
、
協
力

隊
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。

　

隊
員
に
は
そ
れ
ぞ
れ
に
「
情
報
発
信
」「
特

産
品
開
発
」「
生
活
支
援
」
の
三
つ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
、
共
通
す
る
任
務
が
割
り
当
て

ら
れ
て
い
ま
す
。

▽
情
報
発
信
…
福
栄
地
区
の
自
然
や
暮
ら
し

方
な
ど
の
魅
力
を
掘
り
起
こ
し
、
様
々
な
情

報
媒
体
を
活
用
し
て
発
信　

▽
特
産
品
開
発

…
ワ
ラ
ビ
や
ナ
メ
コ
、
温
海
か
ぶ
な
ど
を
活

用
し
た
特
産
品
開
発
や
商
品
化
、
特
産
品
を

活
用
し
た
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
の
企
画
立

案
・
実
証　

▽
生
活
支
援
…
買
物
の
支
援
な

ど
中
山
間
地
域
に
お
け
る
生
活
支
援
の
仕
組

み
づ
く
り　

▽
共
通
任
務
…
集
落
間
の
連
携

強
化

　

一
年
目
の
今
年
度
は
、
福
栄
地
区
の
地
域

と
人
を
知
る
こ
と
か
ら
隊
員
の
活
動
が
始
ま

り
ま
し
た
。
福
の
里
や
福
栄
地
域
活
性
化
推

進
員
と
協
働
し
な
が
ら
、
地
域
の
活
性
化
と

若
者
の
定
住
・
定
着
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

地
域
を
支
え
る
力
に

　

地
域
づ
く
り
の
主
役
は
住
民
で
す
が
、
協

力
隊
に
は
「
明
る
く
活
力
あ
る
地
域
に
し
た

い
」「
住
み
良
い
地
域
に
し
た
い
」
と
い
う

住
民
の
思
い
を
共
有
し
な
が
ら
、
地
域
づ
く

り
活
動
を
支
え
る
力
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

自
分
が
住
む
地
域
の
将
来
に
向
け
た
希
望

や
誇
り
を
形
に
す
る
た
め
、
市
で
は
地
域
や

隊
員
と
連
携
し
な
が
ら
集
落
の
維
持
・
強
化

に
つ
な
が
る
取
り
組
み
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

福栄地区
地域おこし協力隊
■平成27年度～29年度の活動
①情報発信プロジェクト
②特産品開発プロジェクト
③生活支援プロジェクト
④集落間の連携強化
⑤福栄小学校の校舎の利活用策の　
　検討

福栄の人は美しく優しいと思いま
す。この場所にいるという夢と誇
りを胸に全力を尽くします。

地域おこし協力隊　内山拓也
【情報発信プロジェクト】

福栄の方々と一緒に汗をかきなが
ら、何事も「楽しむこと」を忘れず
にチャレンジしていきます。

地域おこし協力隊　石井孝治
【特産品開発プロジェクト】

木野俣集落センターで７月に始め
た地域福祉活動など、住民の暮ら
しに関わることに取り組みます。

地域おこし協力隊　亀森譲
【生活支援プロジェクト】

焦らず、肩肘張ら
ず、しっかりと地
域を見つめて福栄
にしかない文化や
伝統などの地域資
源を、新しい視点
で掘り起こしても
らいたい。地域活
性化の起爆剤にな
ることを期待しま
す。

福栄地域協議会「福の里」
会長　忠鉢孝喜さん

「地域住民の皆さ
ん一人ひとりが笑
顔になる」。協力
隊とともに、そん
な活動をしていき
ます。
※ 地 域 活 性 化 推
進員とは「福の里」
に勤務する職員で、
隊 員 の 活 動 を サ
ポートします。

福栄地域活性化推進員
五十嵐丈さん

▷地域コミュニティの活性化
▷地域資源を活用した生きが　
　いづくり
▷地域の暮らしを守る仕組み
　づくり（雪・健康・買物対策）
▷生活環境の整備（空き家対
　策、水路整備）

福栄地区の活性化に
向けた課題 　集落に住む障害者や要介護の高齢

者の暮らしを支えるため、雪囲いや
ごみ出し、除雪など生活の中で大変
なことを集落全体で解決できるよう
な仕組みづくりを進めています。
　その一つとして７月３日から取り
組んでいる活動は、福栄地区に診療
所を開設し、地域福祉の拠点とする
ものです。健康相談を行うなど施設
の利便性を高め、医療・福祉環境の
充実につなげていきます。

木野俣集落での地域福祉活動

温海地域の特産品が並ぶこのまつり
に隊員が参加。福栄地区の栃餅など
を販売し、住民と交流を深めました。

温海特産品まつり


